




(2)駐･殼類と畦のある方との関わりについて

　民生・児童姿員は、毎年秋に開催される

障害児・障害者の作品展「いのちかがやけ

作品展」と12月の［‾にぎやかカーニバル］

ヘの協力をしています。また、障害福祉部

会を設けて障害者・児施設や都立聾学校の

見学会や、障害の擬似体験を通じて障害の

理解を深めるなどしました。それから、発

達障害についての学習会を企画しました。

(3)畦者支援に関わる顛動役割について

　保健所では､重症心身障害児支援､難病対

策、精神保健相談、自殺対策、感染病対策

などを実施しています。市、学校、民生委

員、障害者施設の方々は、市民に一番近い

ところで支援していますが、それにプラス

して専門的な支援を市など関係者の方とと

もに実施しているのが保健所です。

　精神保健に関わる相談では、精神科受診

に関わるご相談だけでなく、アルコール・

薬物依存等の専門的な相談に応じておりま

す。「ひきこもり」の相談については、本

人、グループや家族教室などのサポート事

業も行なっています。　　　、

①額支援飴

　障害のある方から、直接に電話等で相談

が入り、訪問してお話を伺うこともありま

す。訪問を経て、高齢の障害者の介護保険

申請のお手伝いをしたり、ケアマネージャ

ー等の他機関の支撰者と連携し精神障害者

の見守りに協力したり、などの活動を行な

っています。

　難病については、福祉制度だけでは対応

が難しい部分もあり、訪問看護師の導入、

理学療法土などの専門職によるﾘIハビリ、

吸引器や吸入器の医療機器の貸し出しなど

ご本人と医療を支えるご家族への支援を行

なっています。

　重症心身障害児とその家族の方には、入

院中から家庭に戻れるように保育や医療的

ケアの体制を整えて、早期に地域で生活で

きるように支援しています。加えで、難病

や重症心身障害児の方には、災害の支援が

重要ですので、災害時の支援計画を市と連

携して作成しています。
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　平成２４年１０月２３目（火）に第１回目が

スタートした「東久留米市地域自立支援協

議会」に、相談支援部会ができたのが、平

成２５年５月２８口吻です。メンバーは、

当事者の方が２名､事業所が７名､行政（学

校含む）が３名の合計１２名で構成されて



います、「相談支援部会って何するの？」

ということで、第１回では、各事業所の内

容、困っていることを理解しあうことから

スケートしました。事業所の情報交換を中

心に、「東久留米の相談支援部会をどうし

でいこうか、という話し合いを続ける中で

メンバーが困難事例を話し合い、地域の中

で、どういうサービスが必要で、今足りな

いものは何か、がわかってくるのでは、と

いうことになりました。第５回では、具体

的な事例をあげ、支援の仕方はどうだった

のか、サービスの提供は適切だったのか、

②住みよいまちづくりの部会

　東京都の「ヘルプカード作成促進事業」

活用による「ヘルプカ一ド」作成に向け６

回の部会を開催しました。

　作成するにあたり「ヘルプカード」の説

明（意義･使い方･活用場面など）とともに、

障害種別（身体障害･知的障害･精神障害･

視覚障害･聴覚障害･高次脳機能障害I･発達

障害･難病）各団体へのヒアリング及びアン

ケ一卜調査を行いました。種別により必要

度や記載したい内容はさまざまでしたが、

①コミュニケーションが困難②非常時に不

安③介護･介幼者の状況悪化が挙げられ､具

体的にFヘルプカード］は､プラスティック

製で裏に必要な情報を記載できるシールを

うちではこういう事例がある、等々意見交

換しあいました。一年以上かけて、ようや

く、相談支援部会の形ができてきました。

今後は、福祉サービスをうけている利用者

が必要になる計画相談がスムーズにできる

ため、事業所間での情報交換をすすめると

ともに、障害があるがゆえに、様々な困難

や悩みの中にある方が、地域の中で共に生

きがいを持って暮らしていけるためにはど

うしたらよいかを検討して行きたいと願っ

ています。
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(副部会長・有馬優子)

貼ることができるもの。｢ヘルプ手帳jは

ヘルプカードより大きなもので上記②③に

備えるために、ヘルプカード同様に必要な

情報を記載できるシールを貼ることができ

るもの。また､付属品については､カードケ

ース(ストラップ付)・Fお薬手帳｣も入る

ファスナー付スケルトンのケースになりま

した。周知について、当事者だけでなく市

公報誌(チラシ)･ポスター･民生児童委員会

(説明)･障害福祉課(チラシ)などにて行う

ことになりました。

　今後の部会体制は､当面現体制ですが､適

任者を随時追加する予定です。

　　　　　　　　(副部会長・長田菜穂美)

●自立支援協議会の議事概要は市のホームページに掲載されています。

　http://www.city.higashikurule.co.jp
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　二1-ｽﾞﾚﾀ纏2辞墟けいた♭ますＪ桂卵が

　訃れ糾洛出べれぐれも貼をご賎くだ加。
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